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オートファジーとして、これまでに少なくともマクロオートファジー、ミクロ
オートファジー、シャペロン介在性オートファジー (chaperone-mediated autophagy, 
CMA) の 3 種類のタイプが知られていた。CMA は非小胞輸送型のオートファジー
であると考えられており、細胞質の特定の蛋白質が ATP とシャペロン蛋白質依存的
に直接リソソームに取り込まれ、分解される。これらのオートファジーに加え私達
の研究グループでは、「リソソームが ATP 依存的にまた直接的に RNA/DNA を取り
込み、分解する」という新しい非小胞輸送型オートファジーを見いだし、それぞれ
RNautophagy、DNautophagy と名付けた。また、RNA トランスポーターであると推測
されている分子 SIDT2 が、リソソームによる RNA 取り込みにおいて機能しているこ
とを明らかにした。しかしながら、非小胞輸送型オートファジーにおける基質分子
の取り込み機構や、その活性制御機構に関しては未だ不明な点が多い。そこで本研
究課題では、非小胞輸送型オートファジーである RNautophagy、DNautophagy、CMA
の詳細な分子機構を解明することを目的とする。
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非小胞輸送型オートファジーの
分子メカニズム.


